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はじめに

『Oracle Solaris 11.1での一般的な問題のトラブルシューティング』は、Oracle Solaris
システム管理に関する重要な情報を提供するドキュメントセットの一部です。この
ガイドには、SPARCおよび x86の両方のシステムに関する情報が含まれています。

本書は、読者が次のタスクを終了済みであることを前提としています。

■ Oracle Solarisソフトウェアのインストールが完了していること
■ 使用する予定のすべてのネットワークソフトウェアを設定済み

システム管理者にとって重要と思われるOracle Solarisの新機能については、各章の
初めにある新機能に関するセクションを参照してください。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。このドキュメ
ントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このマニュアルは、Oracle Solaris 11リリースを実行している 1つまたは複数のシステ
ムの管理を行うユーザーを対象にしています。本書を使用するには、UNIXのシステ
ム管理について 1 - 2年の経験が必要です。UNIXシステム管理のトレーニングコース
に参加することも役に立ちます。
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Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

はじめに
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コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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システムクラッシュ情報の管理 (タスク)

この章では、Oracle Solaris OSでシステムクラッシュ情報を管理する方法を説明しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

■ 9ページの「システムクラッシュ情報の管理に関する新機能」
■ 10ページの「システムクラッシュ (概要)」
■ 13ページの「システムクラッシュダンプ情報の管理」

システムクラッシュ情報の管理に関する新機能
このセクションでは、Oracle Solarisでシステムリソースを管理するための新機能、ま
たは機能の変更について説明します。

savecoreの動作の変更点
savecoreコマンドでファイルが作成される際、最初はファイルに .partial接尾辞が
付加されるようになりました。ファイルが完全に書き込まれたあと、名前が変更さ
れ、接尾辞は削除されます。たとえば、savecoreコマンドがまだビジー状態である
など、潜在的な問題によってファイル名の変更や接尾辞の削除が妨げられることが
あります。また、ブート直後のシステムクラッシュによって savecoreコマンドが中
断された場合も問題になります。

コマンドがビジー状態の場合は、psコマンドを使用して実行中の savecoreプロセス
のプロセス ID (PID)を検索し、プロセスが完了するまで待ちます。プロセスが中断
された場合は、残ったファイルを手動で削除してから、savecoreコマンドを -dオプ
ションで実行して再作成します。

詳細は、savecore(1M)のマニュアルページを参照してください。

1第 1 章
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システムクラッシュ (概要)
システムクラッシュ情報を処理する場合には、次の点に注意してください。

■ システムクラッシュ情報にアクセスして管理するには、root役割になる必要があ
ります。『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられ
ている管理権限を使用する方法」を参照してください。

■ システム上でシステムクラッシュダンプを保存するオプションを無効にしないで
ください。システムクラッシュファイルにより、システムクラッシュの原因を判
断する非常に有効な方法が提供されます。

■ 重要なシステムクラッシュ情報は、カスタマサービス担当者に送信するまでは削
除しないでください。

ハードウェアの障害、入出力の問題、ソフトウェアエラーなどが原因でシステムが
クラッシュすることがあります。システムがクラッシュすると、システムはエ
ラーメッセージをコンソールに表示し、物理メモリーのコピーをダンプデバイスに
書き込みます。その後、システムは自動的にリブートします。システムがリブート
すると、savecoreコマンドが実行され、ダンプデバイスのデータを取り出して、保
存されたクラッシュダンプを savecoreディレクトリに書き込みます。保存されたク
ラッシュダンプファイルは、問題を診断する上で貴重な情報となります。

クラッシュダンプ情報は圧縮した形式で vmdump. nファイルに書き込まれます。この
nは、クラッシュダンプ識別用の整数です。その後、同じシステムまたは別のシステ
ムで savecoreコマンドを呼び出して、圧縮されているクラッシュダンプを、unix. n
および vmcore.nという名前の 1組のファイルに展開できます。リブート時にク
ラッシュダンプが保存されるディレクトリも、dumpadmコマンドを使用して構成でき
ます。

スワップ領域とダンプ領域には専用の ZFSボリュームが使用されます。インス
トール後に、スワップデバイスやダンプデバイスのサイズの調整が必要になった
り、場合によってはスワップボリュームやダンプボリュームの再作成が必要になる
ことがあります。手順については、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステ
ム』の「ZFSスワップデバイスおよびダンプデバイスを管理する」を参照してくださ
い。

システムクラッシュダンプファイル
システムクラッシュのあとで自動的に実行される savecoreコマンドは、ダンプデバ
イスからクラッシュダンプ情報を取り出し、unix.xと vmcore.xという 1対のファイル
を作成します。xはダンプの通し番号です。これらのファイルは 2つで、保存された
システムクラッシュダンプの情報を表します。

システムクラッシュ (概要)
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注 –クラッシュダンプファイルはコアファイルと混同されることがあります。コア
ファイルは、アプリケーションが異常終了したときに書き込まれるユーザーアプリ
ケーションのイメージです。

クラッシュダンプファイルは、あらかじめ決められたディレクトリに保存されま
す。これはデフォルトでは /var/crash/です。以前のリリースでは、システムを手
動で有効にして物理メモリーのイメージをクラッシュダンプファイルに保存しない
限り、システムがリブートされた時にクラッシュダンプファイルが上書きされてい
ました。このリリースでは、クラッシュダンプファイルの保存がデフォルトで有効
です。

システムクラッシュ情報は dumpadmコマンドで管理します。詳細は、11ページ
の「dumpadmコマンドを使用したシステムクラッシュダンプ情報の管理」を参照して
ください。

クラッシュダンプの保存
制御構造体、アクティブなテーブル、動作中またはクラッシュしたシステムカーネ
ルのメモリーのイメージなど、カーネルの動作状況についての情報を調べるに
は、mdbユーティリティーを使用します。mdbユーティリティーを完全に使いこなす
には、カーネルについての詳細な知識が必要ですが、このマニュアルでは説明を省
きます。このユーティリティーの使用法については、mdb(1)のマニュアルページを参
照してください。

dumpadmコマンドを使用したシステムク
ラッシュダンプ情報の管理
Oracle Solaris OSでシステムクラッシュダンプ情報を管理するには、dumpadmコマンド
を使用します。

■ オペレーティングシステムのクラッシュダンプを構成することもできま
す。dumpadm構成パラメータでは、ダンプ内容、ダンプデバイス、クラッシュダ
ンプファイルが保存されるディレクトリなどを指定します。

■ ダンプデータは、圧縮した形式でダンプデバイスに格納されます。カーネルのク
ラッシュダンプイメージは 4Gバイトを超える場合があります。データを圧縮す
ることにより、ダンプが速くなり、ダンプデバイスのディスク領域も少なくてす
みます。

■ スワップ領域ではなく、専用のダンプデバイスがダンプ構成の一部にあると、ク
ラッシュダンプファイルの保存はバックグラウンドで行われます。つまり、シス
テムをブートする際、savecoreコマンドが完了するのを待たなくても、次の段階

システムクラッシュ (概要)
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に進むことができます。大容量のメモリーを搭載したシステムでは、savecoreコ
マンドが完了する前にシステムが使用可能になります。潜在的な問題について
は、9ページの「savecoreの動作の変更点」を参照してください。

■ savecoreコマンドで生成されるシステムクラッシュダンプファイルは、デフォル
トで保存されます。

■ savecore -Lコマンドを使用すると、動作中のOracle Solaris OSでクラッシュダン
プを取得できます。たとえば、パフォーマンスに問題が発生しているときや
サービスが停止しているときなどにメモリーのスナップショットをとって、実行
中のシステムの問題をトラブルシュートするのに使用します。システムが実行中
で、一部のコマンドがまだ使用できる場合は、savecore -Lコマンドを使用してシ
ステムのスナップショットをダンプデバイスに保存し、クラッシュダンプファイ
ルをただちに savecoreディレクトリに書き込むことができます。システムが実行
中であるため、専用のダンプデバイスを構成してある場合のみ、savecore - Lコ
マンドを使用できます。

ダンプ構成パラメータは、dumpadmコマンドで管理します。次の表に、dumpadmの構
成パラメータを示します。

ダンプパラメータ 説明

ダンプデバイス システムがクラッシュしたときにダンプデータを一時的に保存する
デバイス。ダンプデバイスがスワップ領域でない場合は、savecore

がバックグラウンドで実行されるため、ブートプロセスの速度が上
がる

savecoreディレクトリ システムのクラッシュダンプファイルを保存するディレクトリ

ダンプ内容 ダンプするメモリーデータの種類

最小空き容量 クラッシュダンプファイルを保存した後で savecoreディレクトリに
必要な最小空き容量。空き容量を構成しないと、デフォルトで 1M
バイトになる

詳細は、dumpadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

dumpadmコマンドの動作
dumpadmコマンドは、システム起動時に svc:/system/dumpadm:defaultサービスに
よって呼び出されて、クラッシュダンプパラメータの構成を行います。

dumpadmコマンドは、/dev/dumpインタフェースを通してダンプデバイスとダンプ内
容を初期化します。

システムクラッシュ (概要)
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ダンプ構成が完了すると、savecoreスクリプトは、クラッシュダンプファイルの
ディレクトリの場所を探します。次に、savecoreを呼び出して、クラッシュダンプ
があるかどうかを調べたり、クラッシュダンプディレクトリにある minfreeファイル
の内容を確認したりします。

システムクラッシュダンプ情報の管理
このセクションでは、システムクラッシュダンプ情報を管理するためのタスクにつ
いて説明します。

システムクラッシュダンプ情報の管理 (タスク
マップ)

タスク 説明 参照先

1.現在のクラッシュダン
プ構成を表示する

dumpadmコマンドを使用して、現在のク
ラッシュダンプ構成を表示する

14ページの「現在のク
ラッシュダンプ構成を表示
する方法」

2.クラッシュダンプ構成
を変更する

dumpadmコマンドを使用して、ダンプす
るデータの種類、システムが専用のダ
ンプデバイスを使用するかどうか、ク
ラッシュダンプファイルを保存する
ディレクトリ、およびクラッシュダン
プファイルが書き込まれた後に残って
いなければならない容量を指定する

14ページの「クラッシュダ
ンプ構成を変更する方法」

3.クラッシュダンプ
ファイルを調べる

mdbコマンドを使用して、クラッシュダ
ンプファイルを表示する

16ページの「クラッシュダ
ンプ情報を検査する方法」

4.(オプション)ク
ラッシュダンプディレク
トリが一杯になった場合
に復元する

システムがクラッシュした際、
savecoreディレクトリに十分な空き容
量がなくても、一部の重要なシステム
クラッシュダンプ情報を保存したい場
合

18ページの「クラッシュダ
ンプディレクトリが一杯に
なった場合に復元する方法
(オプション)」

5.(オプション)ク
ラッシュダンプファイル
の保存を有効または無効
にする

dumpadmコマンドを使用して、ク
ラッシュダンプファイルの保存を有効
または無効にする。デフォルトで
は、クラッシュダンプファイルは保存
される

18ページの「クラッシュダ
ンプの保存を無効または有
効にする方法」

システムクラッシュダンプ情報の管理
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▼ 現在のクラッシュダンプ構成を表示する方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

現在のクラッシュダンプ構成を表示します。
# dumpadm

Dump content: kernel pages

Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash

Savecore enabled: yes

Save compressed: on

上記の出力例の意味は次のとおりです。

■ ダンプの内容は、カーネルメモリーページである
■ カーネルメモリーは、専用のダンプデバイス /dev/zvol/dsk/rpool/dumpにダンプ
されます。

■ システムクラッシュダンプファイルは /var/crash/ディレクトリに保存される
■ システムクラッシュダンプファイルの保存は有効に設定されている
■ クラッシュダンプを圧縮した形式で保存する

▼ クラッシュダンプ構成を変更する方法
root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

現在のクラッシュダンプ構成を確認します。
# dumpadm

Dump content: kernel pages

Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash

Savecore enabled: yes

Save compressed: on

この出力は、Oracle Solaris 11リリースを実行するシステムのデフォルトダンプ構成
を表しています。

クラッシュダンプ構成を変更します。
# /usr/sbin/dumpadm [-nuy] [-c content-type] [-d dump-device] [-m mink | minm | min%]

[-s savecore-dir] [-r root-dir] [-z on | off]

1

2

1

2

3
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-c content ダンプするデータの種類を指定する。すべてのカーネルメ
モリーをダンプするには kernelを、すべてのメモリーをダ
ンプするには allを、カーネルメモリーとクラッシュ時に実
行中だったスレッドを持つプロセスのメモリーページとを
ダンプするには curprocを使用する。デフォルトはカーネル
メモリー

-d dump-device システムがクラッシュしたときに、ダンプデータを一時的
に保存するデバイスを指定する。デフォルトのダンプデバ
イスはプライマリダンプデバイスです。

-m nnnk | nnnm | nnn% 現在の savecoreディレクトリに minfreeファイルを作成す
ることにより、クラッシュダンプファイルを保存する最小
限の空き容量を指定する。このパラメータはKバイト
(nnnk)、Mバイト (nnnm)、またはファイルシステムサイズの
パーセント (nnn%)で指定できる。savecoreコマンドは、ク
ラッシュダンプファイルを書き込む前にこのファイルを調
べる。クラッシュダンプファイルを書き込むと空き容量が
minfreeの値より少なくなる場合、ダンプファイルは書き込
まれず、エラーメッセージが記録される。このような問題
を解決するには、18ページの「クラッシュダンプディレク
トリが一杯になった場合に復元する方法 (オプション)」を
参照してください。

-n システムがリブートするときに、savecoreを実行しないよ
うに指定する。このダンプ構成は推奨できない。システム
クラッシュ情報がスワップデバイスに書き込まれていると
きに、savecoreが有効でないと、クラッシュダンプ情報は
システムがスワップを開始すると上書きされる

-s クラッシュダンプファイルを保存する別のディレクトリを
指定する。Oracle Solaris 11では、デフォルトのディレクト
リは /var/crashです。

-u /etc/dumpadm.confファイルの内容に基づいてカーネルダン
プ構成を強制的に更新します。

-y リブート時に自動的に savecoreコマンドを実行するように
ダンプ構成を変更します。このダンプ設定では、このコマ
ンドの自動実行がデフォルトです。

-z on | off リブート時の savecoreコマンドの動作を制御するため
に、ダンプ構成を変更します。on設定では、圧縮した形式
でのコアファイルの保存が有効になります。off設定で
は、クラッシュダンプファイルを自動的に圧縮解除しま
す。クラッシュダンプファイルはサイズが非常に大きくな
る場合があり、圧縮した形式で保存すれば必要なシステム

システムクラッシュダンプ情報の管理
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領域が小さくなるため、デフォルトは onです。

クラッシュダンプ構成を変更する

次の例は、すべてのメモリーを専用のダンプデバイス /dev/zvol/dsk/rpool/dumpに
ダンプします。また、クラッシュダンプファイルを保存したあとに残っていなけれ
ばならない最小空き容量は、ファイルシステム容量の 10%です。

# dumpadm

Dump content: kernel pages

Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash

Savecore enabled: yes

Save compressed: on

# dumpadm -c all -d /dev/zvol/dsk/rpool/dump -m 10%

Dump content: all pages

Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash (minfree = 5697105KB)

Savecore enabled: yes

Save compressed: on

▼ クラッシュダンプ情報を検査する方法
root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

クラッシュダンプ情報が保存されているディレクトリに移動します。例:
# cd /var/crash

クラッシュダンプの場所が不明な場合は、dumpadmコマンドを使用して、システムが
カーネルクラッシュダンプファイルを格納するように構成されている場所を特定し
ます。例:

# /usr/sbin/dumpadm

Dump content: kernel pages

Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash

Savecore enabled: yes

Save compressed: on

クラッシュダンプを検査するには、モジュラーデバッガユーティリティー (mdb)を使
用します。
# /usr/bin/mdb [-k] crashdump-file

例1–1

1

2

3
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-k オペレーティングシステムのクラッシュダンプファイルの場合の
カーネルデバッグモードを指定します。

crashdump-file オペレーティングシステムのクラッシュダンプファイルを指定しま
す。

例:

# /usr/bin/mdb -K vmcore.0

または、コマンドを次のように指定することもできます。

# /usr/bin/mdb -k 0

システムクラッシュのステータスを次のように表示します。
> ::status

.

.

.

> ::system

.

.

.

カーネルクラッシュダンプを検査するときに ::system dcmdコマンドを使用するに
は、コアファイルはカーネルクラッシュダンプである必要があり、かつ、mdb

ユーティリティーの起動時に -kオプションを指定しておく必要があります。

mdbユーティリティーを終了します。
> $quit

クラッシュダンプ情報を検査する

次の例は、mdbユーティリティーの出力例を示します。このシステムのシステム情報
と /etc/systemファイルに設定されている調整可能パラメータが含まれています。

# cd /var/crash

# /usr/bin/mdb -k unix.0

Loading modules: [ unix krtld genunix ip nfs ipc ptm ]

> ::status

debugging crash dump /dev/mem (64-bit) from ozlo

operating system: 5.10 Generic sun4v

> ::system

set ufs_ninode=0x9c40 [0t40000]

set ncsize=0x4e20 [0t20000]

set pt_cnt=0x400 [0t1024]

> $q

4

5

例1–2

システムクラッシュダンプ情報の管理
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▼ クラッシュダンプディレクトリが一杯になった場
合に復元する方法 (オプション)
ここでは、システムがクラッシュしたが、十分な空き容量が savecoreディレクトリ
に残っておらず、それでも、一部の重要なシステムクラッシュダンプ情報を保存し
たい場合を考えます。

システムのリブート後、root役割としてログインします。

すでにサービスプロバイダに送ってある既存のクラッシュダンプファイルを削除し
て、savecoreディレクトリ (通常は /var/crash/)を整理します。

■ 別の方法として、savecoreコマンドを手作業で実行し、十分なディスク容量があ
る代替ディレクトリを指定することができます。
# savecore [ directory ]

▼ クラッシュダンプの保存を無効または有効にする
方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

システム上のクラッシュダンプの保存を有効または無効にします。
# dumpadm -n | -y

クラッシュダンプの保存を無効にする

次の例は、システムでのクラッシュダンプの保存を無効にします。

# Dump content: all pages

Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash (minfree = 5697105KB)

Savecore enabled: no

Save compressed: on

クラッシュダンプの保存を有効にする

次の例は、システムでのクラッシュダンプの保存を有効にします。

# dumpadm -y

Dump content: all pages

1

2

1

2

例1–3

例1–4
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Dump device: /dev/zvol/dsk/rpool/dump (dedicated)

Savecore directory: /var/crash (minfree = 5697105KB)

Savecore enabled: yes

Save compressed: on

システムクラッシュダンプ情報の管理
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コアファイルの管理 (タスク)

この章では、coreadmコマンドを使って、コアファイルを管理する方法について説明
します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 21ページの「コアファイルの管理」
■ 26ページの「コアファイルのトラブルシューティング」
■ 26ページの「コアファイルの調査」

コアファイルの管理
コアファイルは、プロセスまたはアプリケーションが異常終了した場合に生成され
ます。コアファイルは coreadmコマンドで管理します。たとえば、coreadmコマンド
を使用して、プロセスコアファイルをすべて同じシステムディレクトリに置くよう
にシステムを構成できます。プロセスやデーモンが異常終了した場合に、特定の
ディレクトリにあるコアファイルを調べればよいため、問題の追跡が容易になりま
す。

構成可能なコアファイルのパス
次の 2つの構成可能なコアファイルのパスは、個別に有効または無効にすることが
できます。

■ プロセス別コアファイルのパスにはデフォルトで coreが使用されます。このパス
はデフォルトで有効になっています。プロセス別コアファイルのパスが有効に
なっていると、プロセスが異常終了したときにコアファイルが生成されます。プ
ロセス別のパスは、親プロセスから新しいプロセスに継承されます。

プロセス別コアファイルは生成されるとプロセスの所有者によって所有され、所
有者には読み取り/書き込み権が与えられます。所有者だけがこのファイルを表示
できます。

2第 2 章
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■ グローバルコアファイルのパスにはデフォルトで coreが使用されます。このパス
はデフォルトで無効になっています。このパスが有効になっていると、プロセス
別コアファイルのパスと同じ内容のコアファイルがグローバルコアファイルのパ
スに追加で作成されます。

グローバルコアファイルは生成されると rootによって所有され、rootだけに読み
取り/書き込み権が与えられます。アクセス権のないユーザーはこのファイルを表
示できません。

プロセスが異常終了すると、コアファイルがデフォルトで現在のディレクトリに作
成されます。グローバルコアファイルのパスが有効になっていると、プロセスが終
了するたびにコアファイルが 2つ、1つは現在の作業ディレクトリに、1つはグ
ローバルコアファイルのディレクトリにそれぞれ作成されます。

デフォルトでは、setuidプロセスは、グローバルの設定やプロセス別のパスを
使ってコアファイルを生成することはありません。

拡張されたコアファイル名
グローバルコアファイルディレクトリが有効な場合、次の表に示す変数を使ってコ
アファイルを相互に区別できます。

変数名 変数の定義

%d 実行ファイルのディレクトリ名。最大文字数は MAXPATHLEN

%f 実行ファイルの名前。最大文字数は MAXCOMLEN

%g 実効グループ ID

%m マシン名 (uname -m)

%n システムノード名 (uname -n)

%p プロセス ID

%t time(2)の 10進数

%u 実効ユーザー ID

%z プロセスが実行されているゾーン名 (zonename)

%% リテラル%

たとえば、グローバルコアファイルパスが次のように設定されている場合、

/var/core/core.%f.%p

PID 12345の sendmailプロセスが異常終了すると、次のコアファイルが作成されま
す。

コアファイルの管理
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/var/core/core.sendmail.12345

コアファイル名パターンの設定
コアファイル名パターンは、グローバル、ゾーン別、またはプロセス別に設定でき
ます。さらに、システムリブート後も有効なプロセス別デフォルトを設定できま
す。

たとえば、次の coreadmコマンドでは、デフォルトのプロセス別コアファイルパ
ターンを設定します。この設定は、デフォルトのコアファイルパターンを明示的に
上書きしていないプロセスに対して適用されます。この設定はシステムリブート後
も有効です。たとえば、次の coreadmコマンドで、initプロセスによって開始され
るすべてのプロセスのグローバルコアファイルパターンを設定します。このパ
ターンはシステムリブート後も有効です。

# coreadm -i /var/core/core.%f.%p

次の coreadmコマンドでは、任意のプロセスに対しプロセス別コアファイル名パ
ターンを設定します。

# coreadm -p /var/core/core.%f.%p $$

$$記号には、現在実行中のシェルのプロセス IDを指定します。プロセス別コア
ファイル名パターンは、すべての子プロセスに継承されます。

グローバルまたはプロセス別のコアファイル名パターンを設定したら、これを
coreadm -eコマンドで有効にする必要があります。詳細については次の手順を参照
してください。

このコマンドをユーザーの初期設定ファイル (たとえば .profile)に入れておけ
ば、ユーザーのログインセッションで実行するすべてのプロセスに対しコアファイ
ル名パターンを設定できます。

コアファイルの管理
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setuidプログラムがコアファイルを作成できるよ
うにする
coreadmコマンドを使って setuidプログラムを有効または無効にすれば、次のパス設
定を行うことによって、すべてのシステムプロセスに対して、または各プロセスに
対してコアファイルを作成できます。

■ グローバル setuidオプションが有効になっていると、グローバルコアファイルパ
スに従って、システムのすべての setuidプログラムがコアファイルを作成しま
す。

■ プロセス別 setuidオプションが有効になっていると、プロセス別コアファイルパ
スに従って、特定の setuidプロセスがコアファイルを作成します。

デフォルトでは、両方のフラグが無効になっています。セキュリティー上の理由に
より、グローバルコアファイルパスは、/で始まるフルパス名であることが必要で
す。rootがプロセス別コアファイルを無効にすると、個別のユーザーがコアファイ
ルを得ることはできなくなります。

setuidコアファイルは rootによって所有され、rootだけに読み取り/書き込み権が与
えられます。通常ユーザーは、たとえ setuidコアファイルを生成したプロセスを所
有していても、それらのファイルにアクセスできません。

詳細は、coreadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

コアファイルの管理 (タスクマップ)

タスク 説明 参照先

1.現在のコアダンプ構成
を表示する

coreadmコマンドを使用して、現在のコ
アダンプ構成を変更する

25ページの「現在のコアダ
ンプ構成の表示」

2.コアダンプ構成を変更
する

次のいずれかの手順を実行して、コア
ダンプ構成を変更する
■ コアファイル名パターンを設定する
■ プロセス別コアファイルのパスを有
効にする

■ グローバルのコアファイルのパスを
有効にする

25ページの「コアファイル
名パターンを設定する方
法」

25ページの「プロセス別コ
アファイルパスを有効にす
る方法」

26ページの「グローバルの
コアファイルパスを有効に
する方法」

3.コアダンプファイルを
調べる

procツールを使用して、コアダンプ
ファイルを表示する

26ページの「コアファイル
の調査」
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現在のコアダンプ構成の表示
現在のコアダンプ構成を表示するには、オプションを指定しないで coreadmコマンド
を実行します。

$ coreadm

global core file pattern:

global core file content: default

init core file pattern: core

init core file content: default

global core dumps: disabled

per-process core dumps: enabled

global setid core dumps: disabled

per-process setid core dumps: disabled

global core dump logging: disabled

▼ コアファイル名パターンを設定する方法

プロセス別コアファイルを設定するのか、グローバルコアファイルを設定するのか
を決めて、次のどちらかの手順に従います。

a. プロセス別コアファイル名パターンを設定します。
$ coreadm -p $HOME/corefiles/%f.%p $$

b. root役割になります。

c. グローバルコアファイル名パターンを設定します。
# coreadm -g /var/corefiles/%f.%p

▼ プロセス別コアファイルパスを有効にする方法

root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

プロセス別コアファイルのパスを有効にする
# coreadm -e process

現在のプロセスのコアファイルパスを表示して構成を確認します。
# coreadm $$

1180: /home/kryten/corefiles/%f.%p

●

1

2

3
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▼ グローバルのコアファイルパスを有効にする方法
root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

グローバルのコアファイルのパスを有効にする
# coreadm -e global -g /var/core/core.%f.%p

現在のプロセスのコアファイルパスを表示して構成を確認します。
# coreadm

global core file pattern: /var/core/core.%f.%p

global core file content: default

init core file pattern: core

init core file content: default

global core dumps: enabled

per-process core dumps: enabled

global setid core dumps: disabled

per-process setid core dumps: disabled

global core dump logging: disabled

コアファイルのトラブルシューティング
エラーメッセージ

NOTICE: ’set allow_setid_core = 1’ in /etc/system is obsolete

NOTICE: Use the coreadm command instead of ’allow_setid_core’

エラーの発生原因
setuidコアファイルを許容する古いパラメータが /etc/systemファイルにありま
す。

解決方法
/etc/systemファイルから allow_setid_core=1を削除します。次に coreadmコマン
ドを使って、グローバル setuidコアファイルパスを有効にします。

コアファイルの調査
procツールを使用して、プロセスのコアファイルやライブプロセスを調べることが
できます。procツールは、/procファイルシステムの機能を操作するユーティリ
ティーです。

コアファイルを処理できるツールは /usr/proc/binディレクトリにある
pstack、pmap、pldd、pflags、pcredです。これらのツールを使用するには、プロセ
ス IDを指定するように、コアファイルの名前をコマンド行に指定します。

1

2

3
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procツールを使用してコアファイルを調べる方法については、proc(1)のマニュアル
ページを参照してください。

例 2–1 procツールを使用してコアファイルを調べる

$ ./a.out

Segmentation Fault(coredump)

$ /usr/proc/bin/pstack ./core

core ’./core’ of 19305: ./a.out

000108c4 main (1, ffbef5cc, ffbef5d4, 20800, 0, 0) + 1c

00010880 _start (0, 0, 0, 0, 0, 0) + b8

コアファイルの調査
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システムおよびソフトウェアのトラブル
シューティング (タスク)

この章では、ソフトウェアのトラブルシューティングの概要について説明しま
す。これには、システムクラッシュのトラブルシューティング、クラッシュダンプ
情報の管理、およびシステムメッセージの表示と管理が含まれます。

この章の内容は次のとおりです:

■ 29ページの「システムクラッシュの問題のトラブルシューティング」
■ 32ページの「システムメッセージの管理」
■ 42ページの「ファイルアクセスでの問題のトラブルシューティング」

システムクラッシュの問題のトラブルシューティング
Oracle Solarisが動作しているシステムがクラッシュした場合は、クラッシュダンプ
ファイルを含む、可能なかぎりの情報を購入先に提供してください。

システムがクラッシュした場合の対処方法
次に、システムクラッシュが発生した場合に留意すべきもっとも重要な点について
説明します。

1. システムのコンソールメッセージを書き取ります。
■ システムがクラッシュした場合は、システムを再稼動させるのを最優先に考え
がちです。しかし、システムをリブートする前に、コンソール画面の
メッセージを確認してください。これらのメッセージは、クラッシュした原
因を解明するのに役立ちます。システムが自動的にリブートして、コンソール
メッセージが画面から消えた場合でも、システムエラーログファイル
/var/adm/messagesを表示すれば、これらのメッセージをチェックできま
す。システムエラーログファイルを表示する方法については、33ページ
の「システムメッセージを表示する方法」を参照してください。

3第 3 章
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■ クラッシュが頻繁に発生し、その原因を特定できない場合は、システムコン
ソールまたは /var/adm/messagesファイルからできるだけ多くの情報を収集
し、購入先に問い合わせます。購入先に問い合わせるために収集しておくトラ
ブルシューティング情報の完全なリストについては、29ページの「システム
クラッシュの問題のトラブルシューティング」を参照してください。

2. また、システムクラッシュダンプがシステムのクラッシュ後に生成されたかどう
かを確認してください。デフォルトでは、システムクラッシュダンプが保存され
ます。クラッシュダンプについては、第 1章「システムクラッシュ情報の管理 (タ
スク)」を参照してください。

3. システムクラッシュ後にブートが失敗する場合は、『Oracle Solaris 11.1システム
のブートおよびシャットダウン』の「復旧目的のシステムのシャットダウンおよ
びブート」を参照してください。

トラブルシューティングデータの収集
システムの問題を特定するために、次の質問に答えてください。31ページの「シス
テムクラッシュをトラブルシュートするためのチェックリスト」を使用し、ク
ラッシュしたシステムのトラブルシューティングデータを収集します。

表 3–1 システムクラッシュに関するデータの収集

質問 説明

問題を再現できるか この質問は、再現可能なテストケースは実際のハード
ウェア問題をデバッグするために重要であることが多い
ために重要である。購入先では、特殊な計測機構を使用
してカーネルを構築して問題を再現し、バグを引き起こ
し、診断、および修正できる

Sun以外のドライバを使用しているか ドライバは、カーネルと同じアドレス空間で、カーネル
と同じ特権で動作する。したがって、ドライバにバグが
あると、システムクラッシュの原因となることがある

クラッシュの直前にシステムは何を実
行していたか

システムが通常でないこと (新しい負荷テストの実行な
ど)を行なったり、通常よりも高いロードがシステムにか
かったりした場合、クラッシュの原因となることがある

クラッシュ直前に、異常なコンソール
メッセージが表示されたか

システムがクラッシュする前には、なんらかの兆候を示
していることがある。この情報は重要

/etc/systemファイルに調整パラ
メータを追加したか

調整パラメータは、システムクラッシュの原因となるこ
とがある。たとえば、共有メモリーセグメントを増やし
た結果、システムが限度以上の多くのメモリーを割り当
てようとした

システムクラッシュの問題のトラブルシューティング
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表 3–1 システムクラッシュに関するデータの収集 (続き)
質問 説明

問題は最近発生するようになったか そうであれば、問題の原因は、システムの変更 (たとえ
ば、新しいドライバ、新しいソフトウェア、作業負荷の
変化、CPUのアップグレード、メモリーのアップグ
レードなど)にある可能性がある

システムクラッシュをトラブルシュートするため
のチェックリスト
クラッシュしたシステムの問題を解決するためのデータを収集するときは、次の
チェックリストを使用します。

項目 ユーザーのデータ

システムクラッシュダンプがあるか

オペレーティングシステムのリリースと適切な
ソフトウェアアプリケーションのリリースレベ
ルを確認する

システムのハードウェアを確認する

SPARCシステムの prtdiag出力を含める他のシ
ステムの Explorer出力を含める

パッチはインストールされているか。そうであ
れば、showrev -p出力を含める

問題を再現できるか

Sun以外のドライバをシステムで使用している
か

クラッシュ直前のシステムの動作は

クラッシュ直前に、異常なコンソール
メッセージが表示されたか

/etc/system ファイルにパラメータを追加した
か

問題は最近発生するようになったか

システムクラッシュの問題のトラブルシューティング
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システムメッセージの管理
以降のセクションでは、Oracle Solarisのシステムメッセージ機能について説明しま
す。

システムメッセージの表示
システムのメッセージはコンソールデバイスに表示されます。ほとんどのシステム
メッセージは次の形式で表示されます。

[ID msgid facility. priority]

例:

[ID 672855 kern.notice] syncing file systems...

カーネルから出されるメッセージには、カーネルモジュール名が次のように表示さ
れます。例:

Oct 1 14:07:24 mars ufs: [ID 845546 kern.notice] alloc: /: file system full

システムがクラッシュすると、システムのコンソールに次のようなメッセージが表
示されることがあります。

panic: error message

まれに、パニックメッセージではなく次のメッセージが表示されることがありま
す。

Watchdog reset !

エラー記録デーモン syslogdは、さまざまなシステムの警告やエラーをメッセージ
ファイルに自動的に記録します。デフォルトでは、これらのシステムメッセージの
多くは、システムコンソールに表示されて、/var/admディレクトリに格納されま
す。システムメッセージ記録を設定することによって、これらのメッセージを格納
する場所を指示できます。詳しくは、35ページの「システムのメッセージ記録のカ
スタマイズ」を参照してください。これらのメッセージは、失敗の予兆のあるデバ
イスなど、システム障害をユーザーに警告できます。

/var/admディレクトリには、いくつかのメッセージファイルが含まれていま
す。もっとも新しいメッセージは、/var/adm/messages (および messages.*)にあ
り、もっとも古いメッセージは、messages.3にあります。一定の期間 (通常は 10日)
ごとに、新しい messagesファイルが作成されます。messages.0のファイル名は
messages.1に、messages.1は messages.2に、messages.2は messages.3にそれぞれ変
更されます。その時点の /var/adm/messages.3は削除されます。

システムメッセージの管理
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/var/admディレクトリは、メッセージやクラッシュダンプなどのデータを含む大き
なファイルを格納するため、多くのディスク容量を消費します。/var/admディレク
トリが大きくならないようにするために、そして将来のクラッシュダンプが保存で
きるようにするために、不要なファイルを定期的に削除しなければなりませ
ん。crontabファイルを使用すれば、このタスクは自動化できます。このタスクの自
動化については、『Oracle Solaris 11.1の管理:デバイスとファイルシステム』の「ク
ラッシュダンプファイルを削除する方法」および『Oracle Solaris 11.1でのシステム情
報、プロセス、およびパフォーマンスの管理』の第 4章「システムタスクのスケ
ジュール設定 (タスク)」を参照してください。

▼ システムメッセージを表示する方法

システムクラッシュまたはリブートによって生成された最近のメッセージを表示す
るには、dmesgコマンドを使用します。
$ dmesg

あるいは、moreコマンドを使用して、メッセージを 1画面ごとに表示します。

$ more /var/adm/messages

システムメッセージの表示

次の例は、Oracle Solaris 10システムでの dmesgコマンドからの出力を示します。

$ dmesg

Mon Sep 13 14:33:04 MDT 2010

Sep 13 11:06:16 sr1-ubrm-41 svc.startd[7]: [ID 122153 daemon.warning] ...

Sep 13 11:12:55 sr1-ubrm-41 last message repeated 398 times

Sep 13 11:12:56 sr1-ubrm-41 svc.startd[7]: [ID 122153 daemon.warning] ...

Sep 13 11:15:16 sr1-ubrm-41 last message repeated 139 times

Sep 13 11:15:16 sr1-ubrm-41 xscreensaver[25520]: ,,,

Sep 13 11:15:16 sr1-ubrm-41 xscreensaver[25520]: ...

Sep 13 11:15:17 sr1-ubrm-41 svc.startd[7]: [ID 122153 daemon.warning]...

.

.

.

詳細は、dmesg(1M)のマニュアルページを参照してください。

システムログローテーション
システムログファイルは、rootの crontabファイルのエントリから logadmコマンド
によって実行されます。/usr/lib/newsyslogスクリプトは使用されません。

このシステムログローテーションは、/etc/logadm.confファイルに定義されま
す。このファイルには、syslogdなどのプロセスのログローテーションエントリが含
まれています。たとえば、/etc/logadm.confファイルにある 1つのエントリ

●

例3–1

参照
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は、/var/log/syslogファイルが空でなければローテーションが毎週実行されること
を示しています。つまり、最新の syslogファイルが syslog.0になり、その次に新し
い syslogファイルが syslog.1になります。最新からさかのぼって 8つまでの syslog

ログファイルが保存されます。

また、/etc/logadm.confファイルには、最後のログローテーション実行時のタイム
スタンプも含まれます。

logadmコマンドを使用して、必要に応じてシステムログをカスタマイズした
り、/etc/logadm.confファイルにログを追加したりすることができます。

たとえば、Apacheアクセスとエラーログのローテーションを実行するには、次のコ
マンドを使用します。

# logadm -w /var/apache/logs/access_log -s 100m

# logadm -w /var/apache/logs/error_log -s 10m

この例では、Apacheの access_logファイルのローテーションは、そのサイズが
100Mバイトに達したときに実行され、そのファイル名に .0、 .1などのように接尾
辞が付けられます。また、古い access_logファイルのコピーが 10個保存されま
す。また、error_logのローテーションは、そのサイズが 10Mバイトに達したときに
実行され、access_log ファイルと同様に、接尾辞が付けられ、コピーが保存されま
す。

前述のApacheログローテーションの例における /etc/logadm.confエントリの例
は、次のようになります。

# cat /etc/logadm.conf

.

.

.

/var/apache/logs/error_log -s 10m

/var/apache/logs/access_log -s 100m

詳細は、logadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

スーパーユーザーでログインするか、同等の役割 (ログ管理の権限を持つ)でアクセ
スすることによって、logadmコマンドを使用できます。RBACを使用すると、logadm

コマンドへのアクセス権を与えることによって、root以外のユーザーにログファイ
ルを管理する権限を与えることができます。

たとえば、次のエントリを /etc/user_attrファイルに追加すれば、logadmコマンド
を使用する権限がユーザー andyに与えられます。

andy::::profiles=Log Management
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システムのメッセージ記録のカスタマイズ
/etc/syslog.confファイルを変更すると、さまざまなシステムプロセスが生成する
さらに多くのエラーメッセージを記録できます。デフォルトでは、/etc/syslog.conf

は、多くのシステムプロセスのメッセージが /var/adm/messagesファイルに格納され
るように指示します。クラッシュとブートのメッセージも、同様にこのファイルに
格納されます。/var/admメッセージを表示する方法については、33ページの「シス
テムメッセージを表示する方法」を参照してください。

/etc/syslog.confファイルは、タブで区切られた 2つの列から構成されています。

facility.level ... action

facility.level 機能またはメッセージや状態のシステムでの出所。コンマで区切られ
た機能のリスト。機能の値については、表 3–2を参照してくださ
い。levelは、記録する状態の重要度や優先順位を示します。優先レベ
ルについては、表 3–3を参照してください。

同じ機能の 2つのエントリは、それぞれの優先順位が異なる場合、同
じ行に入力しないでください。syslogファイルに優先順位を入力する
と、この優先順位以上のすべてのメッセージが記録され、最後の
メッセージが優先されます。指定の機能とレベルに対し、syslogdは
そのレベル以上のすべてのメッセージを記録します。

action 動作フィールドは、メッセージが転送される場所を示します。

次の例は、デフォルトの /etc/syslog.confファイルのサンプルを示します。

user.err /dev/sysmsg

user.err /var/adm/messages

user.alert ‘root, operator’

user.emerg *

この例は、次のユーザーメッセージが自動的に記録されることを意味します。

■ ユーザーエラーはコンソールに出力され、/var/adm/messagesファイルにも記録さ
れます。

■ 早急な対応が必要なユーザーメッセージ (alert)は、rootユーザーと operator

ユーザーに送信されます。
■ ユーザー緊急メッセージは、各ユーザーに送信されます。

注 –エントリを個別の行に入力すると、/etc/syslog.confファイルでログの対象が複
数回指定された場合に、メッセージのログ順が変わることがあります。単独行のエ
ントリに複数のセレクタを指定できます。その際、セレクタはセミコロンで区切り
ます。
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一般的なエラー状態の送信元を次の表に示します。一般的な優先順位を、重要度順
に表 3–3に示します。

表 3–2 syslog.confメッセージの送信元の機能

送信元 説明

kern カーネル

auth 認証

デーモン すべてのデーモン

mail メールシステム

lp スプールシステム

user ユーザープロセス

注 – /etc/syslog.confファイルで有効化できる syslog機能の数に制限はありません。

表 3–3 syslog.confメッセージの優先レベル

優先順位 説明

emerg システムの緊急事態

alert すぐに修正が必要なエラー

crit 致命的なエラー

err その他のエラー

info 情報メッセージ

debug デバッグ用の出力

none この設定は出力を記録しない

▼ システムのメッセージ記録をカスタマイズする方法

root役割になるか、solaris.admin.edit/etc/syslog.conf承認が割り当てられている
役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

1
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pfeditコマンドを使用して /etc/syslog.confファイルを編集します。syslog.conf(4)
で説明している構文に従って、メッセージの送信元、優先順位、およびメッセージ
の格納場所を追加または変更します。
$ pfedit /etc/syslog.conf

変更を保存します。

システムのメッセージ記録のカスタマイズ

次の /etc/syslog.confの user.emerg機能の例は、ユーザー緊急メッセージを root

ユーザーおよび個別のユーザーに送信します。

user.emerg ‘root, *’

リモートコンソールメッセージングを有効にする
次の新しいリモートコンソール機能を使うと、リモートシステムの問題をトラブル
シュートしやすくなります。

■ consadmコマンドでは、補助 (またはリモート)コンソールとしてシリアルデバイ
スを選択できます。consadmコマンドを使用すると、システム管理者は 1つまたは
複数のシリアルポートを構成して、出力先が変更されたコンソールメッセージを
表示したり、システムの実行レベルが変わったときに suloginセッションをサ
ポートしたりできます。この機能を使用して、モデム付きのシリアルポートにダ
イヤルインしてコンソールメッセージを監視し、init状態の変更を表示できま
す(詳細については、sulogin(1M)と、以下の詳しい手順を参照)。
補助コンソールとして構成されたポートからシステムにログインすることもでき
ますが、このポートは主に、デフォルトコンソールに表示される情報を表示する
出力デバイスです。ブートスクリプトやその他のアプリケーションがデフォルト
コンソールに対して読み書きを行う場合、書き込み出力はすべての補助コン
ソールに出力されますが、入力はデフォルトコンソールからだけ読み込まれます
対話型ログインセッションでの consadmコマンドの使用方法については、39
ページの「対話型ログインセッションで consadmコマンドを使用するためのガイ
ドライン」を参照してください。

■ コンソール出力は、新しい仮想デバイス /dev/sysmsgに書き込まれる、カーネル
メッセージと syslogメッセージからなります。さらに、rcスクリプト起動
メッセージが /dev/msglogに書き込まれます。以前のリリースでは、これらの
メッセージはすべて /dev/consoleに書き込まれていました。

スクリプトメッセージを補助コンソールに表示したい場合は、コンソール出力を
/dev/consoleに出力しているスクリプトで出力先を /dev/msglogに変更する必要
があります。メッセージ出力先を補助デバイスに変更したい場合
は、/dev/consoleを参照しているプログラムで syslog()または strlog()を使用す
るように明示的に変更してください。

2

3

例3–2

システムメッセージの管理

第 3章 • システムおよびソフトウェアのトラブルシューティング (タスク) 37

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26502&id=REFMAN4syslog.conf-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1Msulogin-1m


■ consadmコマンドは、デーモンを実行して補助コンソールデバイスを監視しま
す。補助コンソールに指定された表示デバイスがハングアップしたりキャリア信
号がなくなって切り離されると、そのデバイスは補助コンソールデバイスのリス
トから削除され、アクティブでなくなります。1つまたは複数の補助コンソール
を有効にしても、メッセージがデフォルトコンソールに表示されなくなるわけで
はありません。メッセージは引き続き /dev/consoleに表示されます。

実行レベルの変更中に補助コンソールメッセージングを使用する
実行レベルの変更中に補助コンソールメッセージングを使う場合は、次の点に注意
してください。

■ システムのブート時に実行する rcスクリプトにユーザーの入力がある場合は、補
助コンソールから入力を行うことはできません。入力はデフォルトコンソールか
ら行う必要があります。

■ 実行レベルの変更中に、スーパーユーザーパスワード入力を要求するために
suloginプログラムが initによって呼び出されます。このプログラムは、デ
フォルトのコンソールデバイスだけでなく各補助デバイスにも
スーパーユーザーパスワードの入力要求を送信するように変更されています。

■ システムがシングルユーザーモードで動作し、1つまたは複数の補助コンソール
が consadmコマンドによって有効になっていると、最初のデバイスでコンソール
ログインセッションが実行され、正確なスーパーユーザーパスワードを要求する
suloginプロンプトが表示されます。コンソールデバイスから正しいパスワード
を受け取ると、suloginは他のすべてのコンソールデバイスからの入力を受信で
きないようにします。

■ コンソールの 1つがシングルユーザー特権を取得すると、デフォルトコンソール
とその他の補助コンソールにメッセージが出力されます。このメッセージは、ど
のデバイスから正しいスーパーユーザーパスワードが入力され、コンソールに
なったかを示します。シングルユーザーシェルが動作する補助コンソールの
キャリア信号が失われると、次のどちらかのアクションが起ることがあります。
■ 補助コンソールが実行レベル 1のシステムを表している場合は、システムはデ
フォルトの実行レベルに移行します。

■ 補助コンソールが実行レベル Sのシステムを表している場合は、シェルから
init sまたは shutdownコマンドが入力されたデバイスに「ENTER RUN LEVEL

(0-6, s or S): 」というメッセージが表示されます。このデバイスのキャリア
信号も失われている場合は、キャリア信号を復活して正確な実行レベルを入力
する必要があります。initコマンドや shutdownコマンドを実行しても、実行
レベルプロンプトが再表示されることはありません。

■ シリアルポートを使用してシステムにログインしている場合には、initまたは
shutdownコマンドを使用して別の実行レベルに移行すると、このデバイスが補助
コンソールかどうかに関係なくログインセッションは失われます。この状況
は、補助コンソール機能がないリリースと同じです。
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■ consadmコマンドを使って補助コンソールにするデバイスを選択すると、システ
ムをリブートするか補助コンソールの選択を解除するまで、そのデバイスは補助
コンソールとして有効です。ただし、consadmコマンドには、システムリブート
後も同じデバイスを補助コンソールとして使用するオプションがあります(以下の
詳しい手順を参照)。

対話型ログインセッションで consadmコマンドを使用するための
ガイドライン
シリアルポートに接続された端末からシステムにログインしてから、 consadmコマン
ドを使ってこの端末にコンソールメッセージを表示して、対話型ログイン
セッションを行う場合、次の点に注意してください。

■ この端末で対話型ログインセッションを行う場合、補助コンソールがアクティブ
だと、コンソールメッセージは /dev/sysmsgデバイスまたは /dev/msglogデバイス
に送られます。

■ この端末からコマンドを発行すると、入力はデフォルトコンソール
(/dev/console)ではなく対話型セッションに送られます。

■ initコマンドを実行して実行レベルを変更すると、リモートコンソールソフト
ウェアは対話型セッションを終了し、suloginプログラムを実行します。この時
点では、入力はこの端末からだけ可能で、入力はコンソールデバイスから行われ
たかのように扱われます。そのため、38ページの「実行レベルの変更中に補助コ
ンソールメッセージングを使用する」の説明のとおりに、suloginプログラムに
パスワードを入力できます。

次に、(補助)端末から正しいパスワードを入力すると、補助コンソールは、対話
型 suloginセッションを実行し、デフォルトコンソールおよび競合する補助コン
ソールを使えなくします。つまり、その端末は実質的にシステムコンソールとし
て機能します。

■ この端末から実行レベル 3または別の実行レベルに変更できます。実行レベルを
変更すると、すべてのコンソールデバイスで suloginが再び実行されます。終了
したり、システムが実行レベル 3で起動されるように指定すると、どの補助コン
ソールからも入力を行えなくなります。すべての補助コンソールはコンソール
メッセージを表示するだけのデバイスに戻ります。

システムが起動する際には、デフォルトのコンソールデバイスから rcスクリプト
に情報を入力する必要があります。システムが再び起動すると loginプログラム
がシリアルポートで実行されるため、別の対話型セッションを開始できます。そ
のデバイスを補助コンソールに指定していれば、コンソールメッセージはその端
末に引き続き出力されます。ただし、端末からの入力はすべて対話型セッション
に送られます。
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▼ 補助 (リモート)コンソールを有効にする方法
consadmデーモンは、consadmコマンドで補助コンソールを追加するまでポートの監
視を開始しません。セキュリティー機能として、コンソールメッセージは、キャリ
ア信号が失われるまでか、補助コンソールデバイスの選択が解除されるまでの間だ
け出力変更されます。そのため、consadmコマンドを使うには、そのポートでキャリ
ア信号が確立されている必要があります。

補助コンソールの有効化については、consadm(1m)のマニュアルページを参照してく
ださい。

システムにログインし、root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

補助コンソールを有効にします。
# consadm -a devicename

現在の接続が補助コンソールであることを確認します。
# consadm

補助 (リモート)コンソールを有効にする

# consadm -a /dev/term/a

# consadm

/dev/term/a

▼ 補助コンソールのリストを表示する方法

システムにログインし、root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

次のどちらかの手順に従います。

a. 補助コンソールのリストを表示します。
# consadm

/dev/term/a

b. 持続的補助コンソールのリストを表示します。
# consadm -p

/dev/term/b

1

2

3

例3–3

1

2
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▼ システムリブート後も補助 (リモート)コンソールを有効にする方
法

システムにログインし、root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

複数のシステムリブート後も補助コンソールを有効にします。
# consadm -a -p devicename

このデバイスが持続的な補助コンソールのリストに追加されます。

デバイスが持続的な補助コンソールのリストに追加されているか確認します。
# consadm

システムリブート後も補助 (リモート)コンソールを有効にする

# consadm -a -p /dev/term/a

# consadm

/dev/term/a

▼ 補助 (リモート)コンソールを無効にする方法

システムにログインし、root役割になります。

『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられている管理
権限を使用する方法」を参照してください。

次のどちらかの手順に従います。

a. 補助コンソールを無効にします。
# consadm -d devicename

または

b. 補助コンソールを無効にし、持続的な補助コンソールのリストから削除します。
# consadm -p -d devicename

補助コンソールが無効になっていることを確認します。
# consadm

補助 (リモート)コンソールを無効にする

# consadm -d /dev/term/a

# consadm

1

2

3

例3–4

1

2

3

例3–5
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ファイルアクセスでの問題のトラブルシューティング
以前は使用できていたプログラム、ファイル、またはディレクトリにアクセスでき
ないため、システム管理者に問い合わせる場合があります。

このようなときは、次の 3点を調べてください。
■ ユーザーの検索パスが変更されているか、または検索パス中のディレクトリが適
切な順序であるか

■ ファイルまたはディレクトリに適切なアクセス権や所有権があるか
■ ネットワーク経由でアクセスするシステムの構成が変更されているか

この章では、これらの 3点を確認する方法を簡単に説明して、可能な解決策を提案
します。

検索パスに関連する問題を解決する (コマンドが
見つかりません)
「コマンドが見つかりません」のメッセージは、以下のどれかを意味します。

■ コマンドがそのシステムに存在しない
■ コマンドのディレクトリが検索パスに存在しない

検索パスの問題を解決するには、コマンドが格納されているディレクトリのパス名
を知る必要があります。

間違ったバージョンのコマンドが見つかってしまうのは、同じ名前のコマンドを持
つディレクトリが検索パスにある場合です。この場合、正しいディレクトリが検索
パスの後ろの方にあるか、まったく存在しない可能性があります。

現在の検索パスを表示するには、echo $PATHコマンドを使用します。

間違ったバージョンのコマンドを実行しているかどうかを調べるには、typeコマン
ドを使用します。例:

$ type acroread

acroread is /usr/bin/acroread

▼ 検索パスの問題を診断して解決する方法

現在の検索パスを表示して、コマンドが入っているディレクトリがユーザーのパス
内に存在しない (あるいはスペルが間違っている)ことを確認します。
$ echo $PATH

次の点を確認します。

1

2
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■ 検索パスは正しいか

■ 検索パスは、別バージョンのコマンドが見つかったほかの検索パスの前にリスト
されているか

■ 検索パスのいずれかにコマンドが存在するか

パスを修正する必要がある場合は、手順 3に進みます。修正する必要がない場合
は、手順 4に進みます。

次の表に示すように、適切なファイルでパスを追加します。

シェル ファイル 構文 注意事項

bashおよ
び ksh93

$HOME/.profile $ PATH=$HOME/bin:/sbin:/usr/local/bin ...

$ export PATH

パス名はコロン
で区切る

次のように、新しいパスを有効にします。

シェル パスの場所 パスを有効にするコマンド

bashおよび ksh93 .profile

. $HOME/.profile

.login hostname$ source $HOME/.login

新しいパスを確認します。
$ which command

検索パスの問題を診断して解決する

この例は、typeコマンドを使用して、mytoolの実行可能ファイルが検索パス中のど
のディレクトリにも存在しないことを示しています。

$ mytool

-bash: mytool: command not found

$ type mytool

-bash: type: mytool: not found

$ echo $PATH

/usr/bin:

$ vi $HOME/.profile

(Add appropriate command directory to the search path)
$ . $HOME/.profile

$ mytool

コマンドを見つけることができなかった場合は、マニュアルページでそのディレク
トリパスを調べます。

3

4

5
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ファイルとグループの所有権の変更
ファイルとディレクトリの所有権は、誰かがスーパーユーザーとしてファイルを編
集したために、変更されることが頻繁にあります。新しいユーザーのホームディレ
クトリを作成するときには、必ず、そのユーザーをホームディレクトリ内のドット
(.)ファイルの所有者にしてください。ユーザーをドット (.)ファイルの所有者にし
なかった場合、そのユーザーは自分のホームディレクトリにファイルを作成できま
せん。

アクセスに関する問題は、グループの所有権が変更されたとき、またはユーザーの
属するグループが /etc/groupデータベースから削除されたときにも発生します。

アクセスに問題のあるファイルのアクセス権または所有権を変更する方法について
は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の第 7章「ファイルアク
セスの制御 (タスク)」を参照してください。

ファイルアクセスの問題を解決する
以前はアクセスできていたファイルまたはディレクトリにアクセスできない場合
は、そのファイルまたはディレクトリのアクセス権または所有権が変更されている
ことがあります。

ネットワークアクセスで発生する問題の把握
リモートコピーコマンド rcpを使用してネットワーク上でファイルをコピーすると
きに問題が発生した場合、リモートシステム上のディレクトリやファイルは、アク
セス権の設定によりアクセスが制限されている可能性があります。他に考えられる
問題の原因は、リモートシステムとローカルシステムがアクセスを許可するように
構成されていないことです。

ネットワークアクセスに伴う問題、およびAutoFSを通じたシステムへのアクセスで
の問題については、『Oracle Solaris 11.1でのネットワークファイルシステムの管
理』の「NFSのトラブルシューティングの方法」を参照してください。

ファイルアクセスでの問題のトラブルシューティング

Oracle Solaris 11.1での一般的な問題のトラブルシューティング • 2012年 10月44

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6secfile-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6secfile-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SVNFSrfsadmin-214
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SVNFSrfsadmin-214


その他各種のシステムおよびソフト
ウェアのトラブルシューティング (タス
ク)

この章では、ときどき発生するが比較的修正しやすい、さまざまなシステムおよび
ソフトウェアの問題について説明します。トラブルシューティングのプロセスに
は、通常、特定のソフトウェアアプリケーションや内容に関連しない問題 (リブート
の失敗やファイルシステムが一杯になるなど)の解決方法が含まれます。

この章の内容は次のとおりです:

■ 45ページの「リブートが失敗した場合の対処」
■ 47ページの「システムのハングが発生した場合の対処」
■ 48ページの「ファイルシステムが一杯になった場合の対処」
■ 49ページの「コピーまたは復元後にファイルのACLが消失した場合の対処」

リブートが失敗した場合の対処
システムがリブートに失敗した場合、またはシステムがリブートしたが再度ク
ラッシュした場合は、システムのブートを妨害しているソフトウェアまたはハード
ウェアの障害があると考えられます。

システムがブートしない原因 問題の解決方法

システムが /platform/‘uname
-m‘/kernel/sparcv9/unixを見つけられない。

SPARCシステムの PROM内の boot-device設定
を変更します。デフォルトのブートデバイスの
変更については、『Oracle Solaris 11.1システム
のブートおよびシャットダウン』の「ブート属
性の表示と設定」を参照してください。
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システムがブートしない原因 問題の解決方法

Oracle Solarisブートアーカイブが壊れた。また
は、SMFブートアーカイブサービスが失敗し
た。svcs -xコマンドを実行すると、エ
ラーメッセージが表示される。

プライマリブート環境のバックアップとなるセ
カンダリブート環境を作成します。プライマリ
ブート環境をブートできなくなった場合
は、バックアップのブート環境をブートしま
す。あるいは、Live CDまたはUSBメディアか
らブートすることもできます。

/etc/passwdファイル内に無効なエントリが存在
する。

無効な passwdファイルからの回復について
は、『Oracle Solaris 11.1システムのブートおよ
びシャットダウン』の「メディアからブートし
て、不明な rootパスワードを解決する方法」を
参照してください。

x86ブートローダー (GRUB)が破損している。ま
たは、GRUBメニューが失われたか、壊れた。

破損した x86ブートローダーまたは失われたか
壊れたGRUBメニューからの回復について
は、『Oracle Solaris 11.1システムのブートおよ
びシャットダウン』の「メディアからブートし
て、システムのブートを妨げているGRUB構成
の問題を解決する方法」を参照してください。

ディスクなどのデバイスに、ハードウェアの問
題がある

ハードウェアの接続を確認します。
■ 装置が接続されていることを確認します。

■ すべてのスイッチが適切に設定されている
ことを確認します。

■ すべてのコネクタおよびケーブル (Ethernet
ケーブルも含む)を検査します。

■ これらの手順がすべて失敗した場合は、シ
ステムの電源を切り、10秒 - 20秒ほど
待って、もう一度電源を投入します。

上記のリストで問題が解決できない場合は、ご購入先にお問い合わせください。

rootパスワードを忘れた場合や、システムのブートを妨
害する問題が発生した場合の対処

rootパスワードを忘れた場合や、システムのブートを妨害する別の問題が発生した
場合は、次を実行します。

■ システムを停止します。

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのブートおよびシャットダウン』の「メディアから
ブートして、不明な rootパスワードを解決する方法」の指示に従います。

rootパスワードを忘れた場合や、システムのブートを妨害する問題が発生した場合の対処
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■ rootパスワードが問題である場合は、/etc/shadowファイルから rootパスワード
を削除します。

■ システムをリブートします。

■ ログインして rootパスワードを設定します。

システムのハングが発生した場合の対処
ソフトウェアプロセスに問題がある場合、システムは完全にクラッシュせずに凍
結、つまりハングすることがあります。ハングしたシステムから回復するには、次
の手順に従ってください。

1. システムがウィンドウ環境を実行していたかどうかを調べて、次の推奨事項に
従ってください。これらのリストで問題が解決できなかった場合は、手順 2に進
みます。

■ コマンドを入力しているウィンドウの中に、ポインタがあることを確認しま
す。

■ 間違ってControl-sキー (画面を凍結する)を押した場合は、Control-qキーを押
します。Control-sキーはウィンドウだけを凍結し、画面全体は凍結しませ
ん。ウィンドウが凍結している場合は、他のウィンドウを試します。

■ 可能であれば、ネットワーク上の他のシステムからリモートでログインしま
す。pgrepコマンドを使用して、ハングしているプロセスを見つけま
す。ウィンドウシステムがハングしている場合は、そのプロセスを特定して強
制終了します。

2. Control-\キーを押すことによって、強制的にプログラムの実行を終了し、(場合に
よっては)コアファイルを書き込みます。

3. Control-cキーを押すことによって、実行されている可能性があるプログラムを中
断します。

4. リモートからログインして、システムをハングさせているプロセスを特定して強
制終了します。

5. リモートからログインして、root役割になってからシステムをリブートします。

6. システムがまだ応答しない場合は、強制的にクラッシュダンプしてリブートしま
す。強制的なクラッシュダンプとブートの実行については、『Oracle Solaris 11.1
システムのブートおよびシャットダウン』の「クラッシュダンプを強制してシス
テムをリブートする」を参照してください。

7. システムがまだ応答しない場合は、電源を切ってから数分待ち、もう一度電源を
入れます。

8. システムがまったく応答しない場合は、ご購入先にお問い合わせください。

システムのハングが発生した場合の対処
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ファイルシステムが一杯になった場合の対処
ルート (/)ファイルシステムや他のファイルシステムが一杯になると、次のような
メッセージがコンソールウィンドウに表示されます。

.... file system full

ファイルシステムが一杯になる原因はいくつかあります。次のセクションでは、一
杯になったファイルシステムを回復する方法をいくつか説明します。

大規模ファイルまたはディレクトリを作成したた
めに、ファイルシステムが一杯になる

エラーの原因 問題の解決方法

ファイルかディレクトリを間違った場所にコ
ピーした。これは、アプリケーションがク
ラッシュして、大きなコアファイルをファイル
システムに書き込んだときにも発生する。

ログインして root役割になり、特定のファイル
システムで ls -tlコマンドを使用して、新しく
作成された大きなファイルを特定して削除しま
す。

システムのメモリーが不足したために、TMPFS
ファイルシステムが一杯になる

エラーの原因 問題の解決方法

これは、tmpfsに許可されているよりも多く書き
込もうとした、または現在のプロセスがメモ
リーを多く使用している場合に発生する

tmpfsに関連するエラーメッセージから回復す
る方法については、tmpfs(7FS)のマニュアル
ページを参照してください。

ファイルシステムが一杯になった場合の対処
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コピーまたは復元後にファイルのACLが消失した場合の
対処

エラーの原因 問題の解決方法

ACLを持つファイルまたはディレクトリを /tmp

ディレクトリにコピーしたり復元したりする
と、ACL属性が消失する。/tmpディレクトリ
は、通常、一時ファイルシステムとしてマウン
トされ、ACLなどのUFSファイルシステム属性
はサポートしない

代わりに、/var/tmpディレクトリにファイルを
コピーまたは復元する

コピーまたは復元後にファイルのACLが消失した場合の対処
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